
紀の里地域版

紀
の
里
の
各
地
域
で
は
、季
節
ご
と
に
地
域
性
を
活
か

し
た
、当
地
な
ら
で
は
の
催
し
物
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
月
も
、各
地
か
ら
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

支店だより
News from branch offices

●紀の里地域本部　●〒649-6494　和歌山県紀の川市上野12-5　●電話│0736・77・7801（代表）　●FAX│0736・77・6205

紀の里地域本部の「葉ボタン」は、昨年も白
色の「晴姿」と赤色の「恋姿」を全国の市場に
130万本以上を出荷しました。
紀の川市は、全国有数の葉ボタン産地。品
質・数量共にその地位を守るため、「ＪＡわかや
ま紀の里葉ボタン部会」の藪下直樹部会長を
はじめ部会員とＪＡの営農、販売、花きの担当者
が一丸となって、消費者に喜んでもらえるよう
選花選別を徹底しています。

日持ちが良く、寄せ植えやフラワーアレンジ
メント用など幅広い用途があり、お正月には欠
かせない花となっています。

１２月２５日、かがやき部会粉河支部は、東営農経済
センターにてお正月用のアレンジメントフラワー講習
会を行いました。
同部会員２８名が参加し、講師の指導のもと、華や

かなアレンジメントフラワーを作成しました。
かがやき部会ではこの他にも様々な活動を行って
おりますので、ご興味のある方は是非、総務部組合員
課（℡77-7808）までお問合せください。

アレンジメントフラワー
講習会

粉河
支店

１２月１８日、那賀支店にて読み聞かせとクリスマス
会を開催しました。
会場では、かがやき部会による絵本の読み聞かせ

を行い、子ども達は物語の世界に引き込まれた様子で
した。さらに、サンタクロースが登場し、一人ひとりに
プレゼントが手渡されると、会場は笑顔と歓声に包ま
れました。地域のふれあいを深める、心温まるひとと
きとなりました。

クリスマス会を開催那賀
支店

葉ボタンの出荷
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打田支店
ふれあいまつり開催！！

打田
支店

１２月１９日、岩出支店にて「クリスマスコンサート」
を開催しました。
かがやき部会岩出支部のハンドベル・オカリナサー

クルの皆さんがクリスマスソングなどを演奏し、一足
先にクリスマスを感じることができました。
職員もサンタやトナカイの衣装で一緒に参加し、楽

しく盛り上がりました。
また、「マジシャンＨＩＲＯ」を招いて、本格的なマジッ

クの披露もあり素敵な時間を過ごしました。

クリスマス
コンサートの開催

岩出
支店

かがやき部会貴志川支部では12月12日、支部活
動の一環として、昨年に続いて年末年始向けに花の
寄せ植えを行いました。
寄せ植え初挑戦の方も、初めてとは思えない出来
あがりで「楽しかった」「癒される」といった感想を話し
ていました。
みなさん出来上がった作品をみて、それぞれ世界

に一つだけしかない自分だけの寄せ植えを大変気に
入られていました。

かがやき部会
貴志川支部活動

貴志川
支店

12月12日、桃山支店2階にてクリスマスイベント

を開催しました。

会場には保育園児や小学生が保護者と一緒に訪れ、

ペットボトルボーリングやガチャガチャ、クリスマスツ

リーライト作りなどを楽しみました。

帰りにはお菓子のプレゼントもあって、笑顔あふれ

る時間となりました。

桃山
支店

クリスマスイベント
IN 桃山支店

12月6日、打田支店でふれあいまつりを開催しまし
た。当日は天候にも恵まれ、大勢の方々にご来場いた
だきました。
今年のテーマは『うちたから広がるふれあいの

「わ」』ということで、来場者参加型のイベントを多数
催し、幅広い年代の方々から喜んでいただけました。
これからも、地域の皆様と密着した活動で、地域の
活性化に繋げていきます。
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JAわかやまホームページ▶組合員様専用ページ
右図と同じユーザー名とパスワードを入力して
ログインしてください。

【組合員様専用ページを見るには】
インターネットで以下のアドレスを入力
https://members.ja-kinosato.or.jp/

または

aguri

kinosato11

令和８年度　栽培暦例は
ホームページからもご覧になれます
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玉
葱

●
追
肥

青
切
り
栽
培
・
吊
り
玉
栽
培
と
も
3
回
目
の

追
肥
（
止
肥
）
と
し
て
3
月
上
旬
に
ア
ズ
マ
ッ

プ
545
を
10
ａ
当
た
り
40
㎏
施
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※
２
月
上
旬
に
紀
の
里
５
号
ペ
レ
ッ
ト
を
220
㎏

／
10
ａ
施
用
し
た
場
合
は
不
要
で
す
。

●
防
除

病
害
は
低
温
に
よ
り
傷
ん
だ
下
葉
か
ら
植
物

組
織
内
に
侵
入
す
る
た
め
、
地
際
の
葉
に
薬
剤

が
か
か
る
様
に
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
表

１
を
参
照
）

近
年
、
べ
と
病
の
発
生
が
多
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
べ
と
病
の
越
年
株
の
抜
き
取
り
と
定
期

的
な
防
除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。（
表
２
を
参

照
）

●
除
草
剤

雑
草
発
生
園
で
は
、
10
ａ
当
た
り
セ
レ
ク
ト

乳
剤
（
21
日
／
３
回
）
75
㎖
（
一
年
生
イ
ネ
科

雑
草
）
と
バ
サ
グ
ラ
ン
液
剤
（
30
日
／
１
回
）

120
㎖
（
一
年
生
広
葉
雑
草
）
を
水
100
ℓ
に
溶
か

し
雑
草
茎
葉
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
雑
草
が
大

き
く
な
る
と
効
果
が
劣
る
の
で
、
適
期
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

２
月
（
雑
草
発
生
前
）
の
土
壌
処
理
剤
と
し

て
、
10
ａ
当
た
り
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
乳
剤

（
75
日
／
２
回
）
300
㎖
を
、
水
100
ℓ
に
溶
か
し
、

全
面
土
壌
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

※
除
草
剤
の
使
用
は
収
穫
前
日
数
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
ご

管
理
に
つ
い
て
は
紀
の
わ
２
月
号
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

例
年
、
２
月
に
は
４
月
並
み
の
陽
気
が
訪
れ

る
時
期
が
あ
り
、
換
気
の
頻
度
も
増
え
て
き
ま

す
。
急
な
温
度
差
は
ス
ト
レ
ス
に
な
る
の
で
、

こ
ま
め
な
温
度
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

日
の
出
時
間
や
温
度
上
昇
に
合
わ
せ
て
、
収

穫
適
期
や
か
ん
水
時
間
、
頻
度
を
変
え
ま
し
ょ

う
。

●
病
害
虫
防
除

防
除
薬
剤
に
つ
い
て
は
紀
の
わ
12
月
号
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

換
気
の
頻
度
が
増
え
る
に
つ
れ
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
飛
び
込
み
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
気
温
差
が
生
む
湿
度

差
に
よ
り
灰
色
カ
ビ
病
が
発
生

し
ま
す
。
降
雨
の
予
報
が
あ
る

場
合
は
事
前
に
予
防
散
布
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

春
の
果
実
軟
化
対
策
と
し

て
、
パ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ
ａ
1000
倍
な

ど
の
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
葉
面
散

布
を
10
～
14
日
に
一
度
を
目
安

に
行
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

親
株
に
は
炭
疽
病
に
効
果
が

あ
る
殺
菌
剤
の
防
除
を
行
い
、

培
土
の
乾
燥
に
注
意
し
て
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
寸
そ
ら
豆

●
整
枝

茎
は
一
株
あ
た
り
６
～
７
本

に
整
枝
し
、
葉
に
光
が
当
た
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
株
元

か
ら
遅
れ
て
発
生
す
る
茎
は
除

去
し
ま
す
。

気
温
の
上
昇
に
伴
い
生
育
は
旺
盛
に
な
り
ま

す
が
、
乾
燥
・
風
揺
れ
に
よ
り
草
勢
が
弱
り
ま

す
。
こ
ま
め
な
土
寄
せ
と
テ
ー
プ
を
張
る
な
ど

で
風
揺
れ
を
制
限
し
ま
し
ょ
う
。

●
防
除

晴
天
の
強
風
に
よ
り
周
辺
の
雑
草
地
か
ら
ア

ブ
ラ
ム
シ
が
付
き
ま
す
。
枝
の
先
端（
生
長
点
）

付
近
の
隙
間
に
潜
む
こ
と
が
多
い
の
で
、
よ
く

観
察
し
て
適
期
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。（
表
３

を
参
照
）

●
追
肥

第
１
番
花
開
花
初
め
の
頃
に
、高
度
化
成（
紀

の
里
化
成
）
403
を
10
ａ
当
た
り
40
㎏
施
用
し
て

く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ

●
整
枝

気
温
の
上
昇
に
伴
い
生
育
が
旺
盛
に
な
り
ま

す
。
貧
弱
な
側
枝
を
除
去
し
、
１
ｍ
当
た
り
の

立
ち
本
数
を
25
本
程
度
に
整
理
し
、
ツ
ル
が
落

ち
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
等
で
誘
引
し
て

く
だ
さ
い
。

遅
霜
を
考
慮
し
、
太
め
の
茎
は
多
め
に
残
し

細
い
茎
の
整
理
に
と
ど
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
防
除

ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
害
虫
に
注
意
し
、
ト
レ
ボ

ン
乳
剤
1000
倍
（
前
日
／
２
回
）
な
ど
で
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
追
肥

第
一
回
目
（
２
月
上
中
旬
）
の
追
肥
と
し
て
、

草
丈
10
～
20
㎝
（
本
葉
８
～
10
枚
）
の
頃
に
紀

の
里
5
号
ペ
レ
ッ
ト
08
を
10
ａ
当
た
り
40
㎏
施

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ユ
ー
ト
ッ
プ
20
号
を
元
肥
に
し
た
場
合
は

追
肥
は
不
要
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

青
ね
ぎ

●
播
種

２
～
３
月
播
き
は
ハ
ウ
ス
ま
た
は
ト
ン
ネ
ル

育
苗
を
し
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
は
温
度
が
低
下

表1. 玉葱の防除例

防除時期 病害虫名 薬剤名 倍数 使用基準
（収穫前日数／回数） 備　考

２月上旬 軟腐病 カスミンボルドー 1000倍 ７日／５回 ※展着剤の加用はしない。
※高温時薬害注意

2月下旬

～

3月下旬

アザミウマ類 ハチハチ乳剤 1000倍 前日／２回
※べと病の越年株が見ら

れたら早めに株を抜き取
り定期的に防除する。

白色えき病、べと病 リドミルゴールドMZ 1000倍 ７日／３回

軟腐病 アグレプト水和剤 1000倍 ７日／５回
表2. 玉葱のべと病の殺菌剤

薬剤名 倍数 使用基準
（収穫前日数／回数） 備　考

ピシロックフロアブル 1000倍 前日／3回 予防効果大。発生初期。
オロンディスウルトラSC 2000倍 前日／２回
メジャーフロアブル 2000倍 前日／3回
リドミルゴールドMZ 1000倍 ７日／3回
ベトファイター顆粒水和剤 2000倍 ７日／3回

※薬剤散布には、展着剤ドライバーまたはスカッシュ２０００倍加用してください。
※ドライバーは特有の臭いがありますが、残臭はありません。
表3. 一寸そら豆の防除例

病害虫名 薬剤名 倍数 使用基準
（収穫前日数／回数）

アブラムシ類 マラソン乳剤 1000倍 7日／3回
エルサン乳剤 1000倍 7日／2回

さび病，輪紋病 ジマンダイセン水和剤 600倍 30日／3回
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●
３
月
の
防
除

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
と
し
て
冬
期
に
機

械
油
乳
剤
を
散
布
し
て
い
な
い
園
地
は
、
３
月

中
旬
に
ア
プ
ロ
ー
ド
水
和
剤
1000
倍
と
ハ
ー
ベ
ス

ト
オ
イ
ル
60
倍
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
か
い
よ
う
病
の
防
除
と
し
て
、
発
芽

前
に
展
着
剤
ア
ビ
オ
ン

－

Ｅ
1000
倍
に
ム
ッ
シ
ュ

ボ
ル
ド
ー
Ｄ
Ｆ
500
倍
を
加
用
し
て
散
布
し
ま

し
ょ
う
。
レ
モ
ン
に
は
、
展
着
剤
ア
ビ
オ
ン

－
Ｅ
1000
倍
に
カ
ス
ミ
ン
ボ
ル
ド
ー
1000
倍
を
加
用
し

て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
機
械
油
︵
ハ
ー

ベ
ス
ト
オ
イ
ル
︶
と
ボ
ル
ド
ー
の
散
布
間
隔
は

14
日
間
以
上
空
け
て
く
だ
さ
い
。

●
苗
木
の
植
え
付
け

３
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
柑
橘
苗
木
の
植
え
付
け

時
期
に
な
り
ま
す
。（
図
１
・
２
）

苗
木
を
植
え
付
け
る
際
は
、

①
苗
木
に
付
い
て
い
る
外
側
の
土
を
少
し
落
と

し
て
か
ら
根
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
す
。

②
よ
く
粉
砕
し
た
土
と
根
を
密
着
さ
せ
て
か
ん

水
を
す
る
。

※
こ
の
際
、
根
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
！

③
接
ぎ
木
部
は
、
地
上
に
出
し
て
植
え
付
け
を

す
る
。

④
植
え
付
け
後
は
、
乾
燥
防
止
の
た
め
に
敷
き

わ
ら
等
を
行
い
、
風
で
倒
れ
な
い
よ
う
支
柱

で
固
定
を
す
る
。

す
る
た
め
、
保
温
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
発

芽
温
度
は
20
～
25
℃
で
す
。
発
芽
後
の
過
湿
に

注
意
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ウ
ス
を
閉
め
切
る
と

日
中
の
晴
天
時
は
高
温
と
な
る
た
め
換
気
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

播
種
粒
数
は
128
穴
の
プ
ラ
グ
ト
レ
イ
で
８
～

10
粒
を
目
安
に
播
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
防
除

天
候
に
よ
り
病
気
の
発
生
が
多
く
な
る
こ
と

が
あ
る
為
、
予
防
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
紀
の
わ
１
月
号
参
照
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ジ
ャ
ガ
イ
モ

●
植
え
付
け

ほ
う
芽
後
に
霜
害
を
受
け
や
す
い
の
で
早
め

の
植
え
付
け
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

種
芋
は
100
ｇ
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
２
つ
に

分
割
し
ま
す
。
頂
部
に
芽
が
多
い
た
め
縦
に
分

割
し
、双
方
に
芽
が
あ
る
状
態
に
し
ま
し
ょ
う
。

分
割
し
た
後
は
陰
で
切
り
口
を
乾
か
し
て
お
き

ま
す
。

元
肥
は
1
ａ
当
り
紀
の
里
５
号
ペ
レ
ッ
ト
を

15
㎏
。（
追
肥
は
高
度
化
成
４
㎏
）

２
条
植
え
の
場
合
は
畝
幅
120
㎝
、
株
間
30
㎝

の
千
鳥
植
え
と
し
ま
す
。

途
中
で
寄
せ
土
で
き
る
よ
う
畝
の
中
ほ
ど
に

受
け
付
け
ま
し
ょ
う
。

マ
ル
チ
被
覆
す
る
場
合
は
必
ず
土
壌
が
湿
っ

た
状
態
で
被
覆
し
ま
し
ょ
う
。

覆
土
は
５
㎝
程
度
と
し
ま
す
。

柑
　
橘

●
春
肥
の
施
用

３
月
上
旬
は
、
春
肥
の
施
用
時
期
と
な
り
ま

す
。春

肥
は
新
梢
の
充
実
を
早
め
、
花
の
発
育
を

良
く
し
、着
果
率
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

樹
勢
を
維
持
す
る
た
め
に
も
春
肥
は
適
期
に

施
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
八
朔
・
レ
モ
ン
の
省
力
タ
イ
プ
の
有

機
ユ
ー
ト
ッ
プ
668
は
、
ゆ
っ
く
り
と
効
き
出
す

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
肥
料
が
混
合
さ
れ
た
肥
料
で

す
。
従
来
の
施
肥
体
系
で
施
用
で
き
な
い
場
合

に
限
り
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
施
用
量
に
つ
い
て
は 

、
表
１
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
春
草
防
除

気
温
が
上
が
る
と
春
草
の
生
長
が
旺
盛
に
な

り
ま
す
。
春
草
は
、
土
壌
中
の
養
分
を
奪
い
、

害
虫
の
潜
伏
場
所
に
も
な
る
の
で
、
春
肥
の
施

用
ま
で
に
は
除
草
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
バ
ス
タ
液
剤
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
200
倍

（
収
穫
21
日
前
／
３
回
）

・
ザ
ク
サ
液
剤
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
200
倍

（
収
穫
21
日
前
／
３
回
）

・
プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
Ｌ
…
…
…
…
…
…
…
…
150
倍

（
収
穫
前
日
／
５
回
）

・
ゾ
ー
バ
ー
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1000
倍

（
収
穫
60
日
前
／
１
回
）

落
葉
果
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

梅
開
花
終
了
後
は
順
次
、
落
弁
期
の
防
除
を
行

い
ま
し
ょ
う
。（
表
１
）　　
　
　
　
　
　
　
　

　

ミ
ツ
バ
チ
を
導
入
し
て
い
る
園
で
は
、
必
ず

ミ
ツ
バ
チ
を
回
収
し
た
後
に
防
除
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
モ
モ

３
月
下
旬
に
開
花
を
迎
え
る
の
で
、
開
花
直

前
に
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
表
１
）

ス
モ
モ
は
自
家
受
粉
す
る
品
種
が
少
な
く
、

異
品
種
の
花
粉
で
受
粉
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
混
植
や
人
工
授
粉
を
行
っ
て
結

実
安
定
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

表1. 施肥基準例	 (10a当り)

３ 月 上 旬（春肥）

みかん
河 北 紀の里3号ペレット… …… 140kg

河 南 紀の里3号ペレット… …… 120kg

中晩柑類

八朔 紀の里2号ペレット… …… 140kg

八朔　省力タイプ 有機ユートップ668… …… 120kg

不知火・清見・はるみ 紀の里2号ペレット… …… 80kg

レモン
 通常施肥 紀の里2号ペレット… …… 140kg

省力施肥 有機ユートップ668… …… 120kg

図 1. 苗木 1 年生

図 2． 苗木 2 年生
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桃
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
は
、
縮
葉
病
の
防

除
時
期
と
な
り
ま
す
。
休
眠
期
の
防
除
は
、
生

育
期
の
病
害
発
生
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
有
効

で
す
。（
表
１
）

●
桃
の
摘
蕾

摘
蕾
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
摘
蕾

は
不
要
な
蕾
を
除
去
す
る
こ
と
で
貯
蔵
養
分
の

消
耗
を
少
な
く
し
、
初
期
の
果
実
肥
大
や
新
梢

の
成
長
を
良
く
し
ま
す
。
ま
た
、
後
で
行
う
摘

果
作
業
の
労
力
軽
減
に
も
な
り
ま
す
。

摘
蕾
の
程
度
は
品
種
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、（
表
２
）
を
参
考
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
樹
勢
の
弱
い
樹
は
摘
蕾
の
程
度
を
強

め
に
、
若
木
や
樹
勢
の
強
い
樹
は
弱
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
い
ち
じ
く

元
肥
施
用
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期

の
肥
料
は
新
梢
の
成
長
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

（
表
３
）
を
基
準
に
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

花

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
ゃ
く
や
く

ハ
ウ
ス
栽
培
の
場
合
は
25
℃
以
上
に
上
げ
な

い
よ
う
に
換
気
し
ま
し
ょ
う
。
急
な
温
度
差
は

ス
ト
レ
ス
に
な
る
の
で
こ
ま
め
な
温
度
管
理
を

行
い
ま
す
。
乾
燥
時
は
晴
天
日
を
選
ん
で
適
宜

か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

草
丈
30
～
40
㎝
の
頃
に
は
１
株
当
た
り
25
本

程
度
に
芽
を
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。
遅
れ
て
萌

芽
し
て
く
る
芽
は
灰
色
カ
ビ
病
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
こ
ま
め
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

灰
色
か
び
病
防
除
の
た
め
緑
化
期
前
後
に
は

か
ん
水
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

露
地
栽
培
に
く
ら
べ
株
の
弱
り
が
早
い
た

め
、
切
り
本
数
を
少
な
め
に
し
て
最
低
10
本
程

度
の
茎
は
残
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

露
地
マ
ル
チ
栽
培
は
萌
芽
し
始
め
た
ら
萌
芽

部
周
辺
を
大
き
め
に
切
り
取
り
ま
し
ょ
う
。
降

雨
が
な
く
乾
燥
し
た
場
合
は
適
宜
か
ん
水
し
ま

し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

表
１
を
参
考
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
プ
レ
ー
マ
ム

気
温
の
上
昇
に
伴
い
温
度
差
に
よ
る
湿
度
で

白
さ
び
病
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
適

宜
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
（
紀
の
わ
２
月
号
参

照
）ま

た
、
日
長
が
長
く
な
る
に
伴
い
か
ん
水
量

を
徐
々
に
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ベ
ニ
バ
ナ
（
露
地
）

２
月
下
旬
～
３
月
下
旬
が
播
種
時
期
と
な
り

ま
す
。（
紀
の
わ
２
月
号
参
照
）

気
温
の
上
昇
に
伴
い
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
（
エ
カ

キ
ム
シ
）
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
発
生
初

期
で
は
、
葉
表
か
ら
み
て
も
被
害
が
わ
か
ら
な

い
場
合
が
あ
る
の
で
、
葉
裏
に
注
意
し
早
期
防

除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
防
除
薬
剤

表
２
を
参
考
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

表 1. しゃくやくの防除例

病害虫名 薬剤名 倍　数

ナメクジ ナメクリーン３ 1～3㎏/10a

ヨトウムシ トレボン乳剤 1000倍

灰色かび病
班葉病

パレード20フロアブル 2000倍

アフェットフロアブル 2000倍

シグナムWDG 1500倍

※展着剤スカッシュ1000倍またはドライバー2000倍を
　加用する。

表 2. ベニバナ（露地）の防除

害虫名 薬剤名 倍　数

ハモグリバエ類

パダンSG水溶剤 1500倍

ディアナSC 2500～5000倍

ハチハチフロアブル 1000～2000倍

プレバソンフロアブル５ 2000倍

アブラムシ
モスピラン顆粒水溶剤 2000倍

ウララDF 2000倍

表1. 品目別防除例

品　目 防除時期 対象病害虫 薬剤名 倍　数 使用基準
（収穫前日数／回数）

梅 3月中下旬
（落弁期）

灰色かび病
かいよう病
アブラムシ類

ナティーボフロアブル 2000倍 前日／2回
Ｚボルドー 500倍 葉芽発芽前／  －
クレフノン 200倍 －  ／  －
モスピラン顆粒水溶剤 4000倍 前日／3回

スモモ ３月中旬
（開花直前）

（展着剤）
黒斑病

アビオン－Ｅ 1000倍 －  ／  －
ＩＣボルドー412 30倍 －  ／  －

桃
2月下旬

～
3月上旬

（展着剤）
越冬病害虫
縮葉病
カイガラムシ類

ネオエステリン 5000倍 －  ／  －

石灰硫黄合剤 ７～10倍 発芽前／  －

※石灰硫黄合剤を散布しない園では、縮葉病対策としてトレノックスフロ
アブル500倍(7日/ 5回)を散布する。

ぶどう
大粒露地 3月上中旬 ブドウトラカミキリ ガットキラー乳剤 100倍 休眠期

（落葉後～萌芽前）／2回

キウイ
   3月
※冬期に
機械油乳剤95
無散布園に散布

カイガラムシ類幼虫
アビオン－E 1000倍 －  ／  －

アプロード水和剤 1000倍 前日／2回

表2
分類 品種名 摘蕾（花）程度

花粉が多く、結実が
良い品種

八幡白鳳、白鳳
みさか白鳳、
嶺鳳など

通常の摘蕾(70％)枝の上芽、先端2～3芽、茎部を
摘み取り、1芽１蕾にする。

花粉があるが、結実が
よくない品種

桃山白鳳、日川白鳳、
清水白桃、なつっこ
など

軽めの摘蕾(50％)枝の上芽だけを摘み取る。

花粉がない品種 川中島白桃など 摘蕾しない。

表3. 施肥基準例	 (10a当り)
２品目 使用時期 肥料名 施用量

キウイフルーツ 2月下旬～3月上旬
（春肥） 紀の里2号ペレット 100kg

いちじく 3月中旬
（元肥） 紀の里1号ペレット 100kg
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安全な農作業のために購
買

金
融

税務(相続)＆年金
無料相談会のご案内

春の出荷シーズンが始まります！
少しずつ暖かくなり、春を感じる季節になってきました。	
いつもJAの販売事業にご協力いただき、ありがとうございます。

３月は、和歌山の柑橘類の出荷が本格化する時期です。
新生活や行楽シーズンを迎え、市場でも春向けの需要が高まって

います。販売部では和歌山県産農産物の良さをしっかり伝え、販売
につなげていきます。気温の上昇に伴い、鮮度管理や選果の確認が
より大切になります。引き続きご協力をよろしくお願いします。

営農活動発表大会を開催
１２月１９日に営農活動発表大会を開催いたしました。
この発表大会は、営農指導員が取り組んだ課題を発表すること
で、情報共有と資質向上を目的として毎年開催しています。
県農業試験場やかき・もも研究所、振興局の方々の厳正なる審査

の結果、最優秀賞には南営農経済センターの藤井望主任が選ばれま
した。高温干ばつに対する土壌水分の維持について模索した課題が
評価されました。

販
売

営
農

★発表テーマ
最優秀賞 南営農経済センター 藤井　　望 高温・乾燥対策としての土壌水分の維持方法について

優秀賞
中営農経済センター 吉田真理子 秋冬葉菜類の高温下での育苗対策について

東営農経済センター 岡　　勇希 キウイフルーツ軟化調査について
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